
講 演 Ⅱ 14：30〜15：40

講演テーマ　福島第一原発事故と放射線の
人体への影響

［講師］近畿大学原子力研究所長・教授 伊藤 哲夫

　東日本大地震においては、地震と津波により福島第一原子力発電所の全電源が喪
失し、その結果、炉心燃料のメルトダウン、水素爆発による建屋の破損によって大
量の放射性物質が環境へ放出されました。
　福島県を中心に大気中の放射性物質や汚染された大地からの放射線による健康へ
の影響について多くの方々が今不安に思っておられます。そこで、本講座では放射線
の人体への影響についてお話しいたします。

［プロフィール］
昭和48年近畿大学理工学部原子炉工学科卒業
同年近畿大学原子力研究所実験助手、助手、講師、助教授を経て、現在原子力研究所長・
教授
京都大学博士（農学）

［専　門］
原子力安全工学・放射線生物学

［兼務等］
近畿大学高度先端総合医療センター（PET分子イメージング部）教授兼務
株式会社ア・アトムテクノル近大　代表取締役
日本原子力学会理事、日本原子力学会関西支部長、和歌山県放射線影響アドバイザー

【講師プロフィール】

伊藤　哲夫（いとう　てつお）

近畿大学原子力研究所長・教授
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